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はじめに山の彼方のなお遠いマンション

新狭山ハイツ（以下ハイツという）は、

1973～74年にかけて埼玉県狭山市に誕生し

た民間分譲団地です。5．6ha（共有地）の敷

地に5階建32棟の建物が建ち、770世帯

（1，830名）が住んでいます。周辺には武蔵野

の面影を残す雑木林と田園が織りなすたおや

かな風景が広がっており、まさに郊外型マン

ションの典型です。入居して間もない頃、通

勤電車で手にしたある週刊誌のグラビアにで

かでかと“山の彼方のなお遠いマンション”

と題したハイツの紹介記事があるのを見て苦

笑させられたことがあります。なぜなら、こ

の記事の趣旨は、より安い住宅と縁豊かな環

境を手にする代わりに長時間の通勤地獄を強

いられる郊外マンション像（しがないサラリ

ーマン像）を上田敏の詩でもじったパロディ

だっからです。

あれから30年、住民がセルフエイド（住民

の知恵と工夫）でこつこつとコミュニティづ

くりに励んできた結果、“わがハイプ’と誇り、

“素敵に加齢するまち”を実感できるのは住人

の一人として幸せに思います（図1）。
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コミュニティを支えてきた担い手たち

ハイツにおけるコミュニティづくり30年の

歩みを便宜上、始動期、加速期、発展期にわ

け、担い手の動向を通じてご紹介します（表1）。

く始動期（1973～79年）〉

この時期にコミュニティの基幹的組織であ

る「自治会」「子ども会育成会」「寿会」が発

足しますが、これに加えて自治会の先取り的

な発想のもと、2つの担い手が誕生します。

そのひとつが緑の倍増事業を推進する「緑化

推進本部」であり、もうひとつが子どもたち

を対象とした文化活動を推進する「あおやぎ

文庫」です。住民にとって夢のように思われ

たこの2つの事業がスムーズに立ち上がり、

図1新狭山ハイツの配置図
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